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フォークブームに乗って
デビュー，そして解散…
藤岡氏と藤巻氏が大学を休学し

てデビューしたのは1974年，フォ

ークブーム真っ盛りの頃である。

同世代には吉田拓郎，泉谷しげる

など，現在でも芸能音楽界の第一

線で活躍しているミュージシャン

が多い。

「その中で，コミックソングを

歌うグループがあったんです。

『あのねのね』とか」（藤岡氏）

「僕らの前だと，なぎら健壱さ

んとかね」（藤巻氏）

「こんなんならできるんじゃな

いかと思って始めたの。自信満々

だったんだけど，ぜんぜん売れな

くてねえ…」（藤岡氏）

『まりちゃんズ』のデビュー曲，

『ブスにもブスの生き方がある』

は大きな話題を呼んだが，すぐに

放送禁止の憂き目に…。その「ぜ

んぜん売れなかった」バンドが解

散（活動停止）を決めたきっかけ

は，当時人気絶頂だった天地真理

ショーにジョイントし，ツアーに

同行したことだった。

天地真理のためのフルバンド，

コーラスその他の一大団体と一緒

に，東京から北海道まで何週間も

のツアー。そんな中で，いつしか

同じメンバーで顔を突き合わせて

いることに耐えられなくなってし

まったのだという。時にはホテル

の部屋割りを変えるなど，新鮮味

を出す工夫もしてみたが……。

「最後にはメシの食い方ひとつ

まで，気に食わなくなっちゃって」

（藤巻氏）

「この雑誌的に言うと『人事マ

ネジメント』がうまくいかなかっ

たってことですね（笑）」（藤岡氏）

最初のシングルをリリースした

のが74年 6 月で，翌年の75年 7 月

には解散を決めていたというか

ら，これはすばやい決断だ。活動

を停止した後，藤巻氏は大学へ復

学，卒業後，大手広告会社に就職

してごく普通のサラリーマンとな

った。また藤岡氏も，大学を中退，

レコード会社の制作担当という普
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通のサラリーマンの道を選ぶ。

30年ぶりのライブが
好評でその気になる
そして30年。お二人は同世代の

お父さんたちと同様，満員電車に

揺られて出勤し，夜は居酒屋でい

っぱい，というどこにでもいるサ

ラリーマンとして月日を送ってい

た。そこにある転機が訪れた。

「ある時，『あのねのね』と一緒

にライブをやってみないかって誘

われたんですよ。それで思い立っ

て 2人でやってみたんです」（藤岡

氏）

会場はキャパシティ500人ほど

のライブハウス。聴衆はほとんど

が『あのねのね』目当てだった。

ところが…。

「昔の歌だけでやったんですけ

ど，意外や意外，観客に受けちゃ

ったんです。で，たまたまあるラ

イブハウスのオーナーが昔『まり

ちゃんズ』の大ファンだったって

ことで，やってみないかと言われ

て。今出ているライブハウスがそ

こなんですけど，そのライブハウ

スでライブをするようになったん

です」（藤巻氏）

当初は『まりちゃんズ』時代の

歌がほとんど。だがひとつ，小さ

な小さな問題があった。

『まりちゃんズ』のレパートリ

ーには『まりちゃん』なる純愛ソ

ングがある。しかしその歌詞は以

下のようなものだった。

憧れの女性である「まりちゃん」

について「まりちゃんもウンコを

するのかな？　まりちゃんのウン

コもクサイかな？ いや，まりちゃ

んがウンコなんかするはずない」

……これはかなり特異な歌詞と

言わざるを得ない。

「ねえ～。この年になってウン

コとか歌うのもモラルに反するか

なって思ってね。僕らも大人にな

っちゃったんで。それで新曲作ら

ないとまずいかなと」（藤岡氏）

さて，何を歌えばいいのか。リ

アリティがある歌は何だろう。そ

う考えて，自然に行き着いたのが

息子に切々と人生の真実について

▲藤岡藤巻の公式ホームページ

　オヤジエイドバンド“藤
岡藤巻”。快調に曲を書き

散らす彼ら

であるが，その活動の原点
は70年代に結成していたバ

ンド“ま

りちゃんズ”にあった。ブ
スを，ホモを，ウンコを軽

やかに歌

い上げた伝説のスーパーパ
ンクバンド“まりちゃんズ

”。 

　“まりちゃんズ”を知る旅
は，“藤岡藤巻”を知る旅

でもある。

ただ気になるのは，その旅
に出たい人がいったい何人

ぐらいい

るかっていうことなんです
けど…。 

　顔もスタイルもマズく，
ついでに歌もヘタクソとい

う三重苦

を背負った3人グループ（
藤岡孝章氏，尾崎純也氏，

藤巻直哉氏）

の“まりちゃんズ”は，19
74年 6 月に『ブスにもブス

の生き方

がある』という衝撃的な歌
でデビューした。彼らは約

1 年半の

活動中に 3 枚のシングルと
2 枚のアルバムを残したが

，所属の

エレック・レコードの倒産
に伴い，ヤングジャパンに

移籍。間

もなくグループ活動を停止
するが正式な解散はしてい

ない。 

　レコードライナーのプロフ
ィールには，藤岡孝章（S2

7 / 6 / 5生，

通称＝ジェフ，特技＝でん
ぐり返し，ベーゴマ，メン

コ），尾崎

純也（S27 / 4 / 4 生，通称
＝スティーブ，特技＝音程

をちょびっ

とはずして唄うことが出来
ること），藤巻直哉（S27

/ 8 /20生，

通称＝ポール，特技＝はず
れた音程でもついていける

こと，特

徴＝色は茶色しか知らない
こと）と適当に紹介されて

いる…… 

伝説のカルトバンド　その名
は“まりちゃんズ” ！ 伝説のカルトバンド　その名
は“まりちゃんズ” ！ 

by 静炉厳 
せいろがん 

▲「まりちゃんズとは」藤岡藤巻のHPより

今，静かに，密やかに，しかし熱い人気を呼ん
でいるバンド，『藤岡藤巻』をご存知だろうか。
40代以上の方なら，70年代半ばに2年間だけ

活動していた異色のバンド『まりちゃんズ』を
ご記憶かもしれない。その『まりちゃんズ』オ
リジナルメンバーの二人，藤岡孝章氏と藤巻直
哉氏が30年ぶりにバンドを復活，昨年11月に
はCDデビューも果たしたのが『藤岡藤巻』な
のだ。
お二人は現在53歳。年齢的にも，失礼ながら

見た目も，立派なおやじである。そんなおやじ
が歌うおやじの哀愁あふれる歌が同世代の心に
響いた。それが人気の秘密である。
……と，ついついステレオタイプにまとめて

しまいたくなるが，実はそういう型に納まらな
いのが『藤岡藤巻』のすごいところなのだ。

（取材・文／土屋）

「藤岡藤巻」おやじ世代よ，立ち上がれ！
伝説のサラリーマンバンド

押し掛けレポート

▲左が藤岡氏，右が藤巻氏。
プロモーションビデオにも背広にネクタイ姿で登場する
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にやらなきゃいけないことじゃな

くて，自分のやりたいことができ

るようになるよね。そういうこと

見つけてやっていけばいいと思う

んです。僕らだって同じ。やりた

いからやってる。だって20代の時

もやりたくてやってたんだから

さ」（藤巻氏）

日常を楽しむ姿勢が
観客の共感を呼ぶ
現在，藤岡氏は音楽プロデュー

サーとして独立しているが，藤巻

氏は大手広告代理店のサラリーマ

ンのままだ。だからライブは平日

の夜，会社がひけてからに限られ

る。舞台衣装は普通のワイシャツ

にネクタイ。要は会社帰りそのま

まの姿なのだ。また，会社の仕事

をおろそかにはできないため，リ

ハーサルの時間もなかなか取れな

いという。

会社員である藤巻氏には，時間

調整の他にも悩みが多い。ライブ

の夜はギターを抱えて出勤するこ

とになるが，それを会社に持ち込

むわけにはいかないため，駅のコ

インロッカーに預けたり，顔見知

りの喫茶店に置かせてもらったり

と苦労する。「やりたいからやっ

てる」という言葉がよく分かる。

では休日は？　とお訊ねする

と，異口同音に「家事」というお

答えが返ってきた。

「洗濯とかね。新婚のまだスイ

ートな時代に，いいよいいよ俺が

やるよって言っちゃったのが失敗

だったねえ」（藤岡氏）

「僕らの仲間の奥さんはたいて

い燃えないゴミの日がいつか知ら

ないですよ」（藤巻氏）

言葉の底に優しさがある。それ

は『藤岡藤巻』の歌にも通じる優

しさのように思う。

今，『藤岡藤巻』は 2ヵ月に一

度程度のペースでライブを行って

いる。一度のライブはだいたい 2

時間半ほど。その半分以上がトー

クなのだそうだ。話す内容は，日

常に起こったことがほとんど。

「役者じゃないから」作ることは

しない。それが観客の笑いと共感

を呼んでいる。

今後はご自身の活動のみなら

ず，「おやじミュージックシーン」

をも盛り上げていきたいとお二人

は語る。

「僕らがある程度盛り上がって

きたら，他の人も何だこんなんで

いいのかって，どんどん出てきて

くれれば嬉しいなと。そしてそう

いう人たちをプロデュースして世

に出して，おやじエンターティナ

ー専門のレコードレーベル作った

りしてね。だって死ぬまでできま

すからね」（藤岡氏）

「自分で楽しむのがいちばん。

今までやったことない人でもいい

んですよ。スタイルなんてどうで

もいいんだから」（藤巻氏）

『藤岡藤巻』のお二人のお話を

聞いていると「自然体」という言

葉が浮かぶ。肩ひじ張らず，笑う

ところは笑い，自嘲するところは

自嘲する。そんな軽妙なスタイル

が何ともカッコいい。

「自然体？　違います違います。

いっぱいいっぱいなの（笑）」

本当に洒脱なおじさんたち。

『藤岡藤巻』のお二人のような素

敵なおやじ世代にもっと表へ出て

きてほしい。もし会社の中でくす

ぶっているのなら，もったいない

ことこの上ない。

高年齢社員活用のヒントにもな

りそうな，今後のおやじミュージ

ックシーンに期待大だ。

1952年 8月20日生。大手
広告代理店にて，『ブ

リスター』をはじめとする
映画のプロデュース

に関わる。またジブリの『
もののけ姫』では声

優として大活躍（※） 

※セリフはサンが跳ぶシー
ンで「跳んだ」と 5人ぐら

い

で言うところと，侍の役で「
くそう、浅野のなんとか……

」

というとこのみ。 
 
 
 
1952年 6月 5日生。ソニー

・ミュージックエン

タテインメントでディレク
ター，プロデューサ

ーとしてシブがき隊，加藤
和彦，宍戸留美他，

40組以上のアーテストを手
がけた後，F 2エン

タティンメントを立ち上げ
た。でも、社員はい

ません。 

藤巻直哉（Fujimaki Naoya
） 

藤岡孝章（Fujioka Takaak
i） 

▲「プロフィール」藤岡藤巻のHPより

語り掛ける『息子よ』，娘より年

下の女性を好きになったおやじの

心情を歌う『娘よ』，『よろけた拍

子に立ち上がれ！』などなど，切

ない中にも何か笑える歌の数々だ

ったのである。

ご自身「おじさんの愚痴みたい

な歌」と言うそれらが，同世代の

男女たちだけではなく若いOLた

ちにも受け入れられた。元気を貰

った，という声も多いという。

「何がいいか分かんないですけ

どね。そんなたいしたもんじゃな

いですね（笑）。でもね，この年

にならないと気が付かなかったこ

とってあるでしょ。体の衰えとか，

世の中の諦め方とかね。自分の可

能性だってだいたい見えてきた，

そういう観点から歌を作れるよう

になったし，作ってきたなって感

じはしますね」（藤岡氏）

若い歌手や，ある程度の年齢で

あっても芸能界でバリバリ活躍し

続けている歌手が，例えばリスト

ラされたお父さんの

歌を歌っても人の心

に響くだろうか。し

ょせん絵空事と思う

のではないだろう

か。けれども『藤岡

藤巻』は違う。

「僕，実際，職安

行きましたからね」

（藤岡氏）

「シャレになって

ないって（笑）」（藤

巻氏）

団塊のおやじにエール――
やりたいことをやっちゃえ
60年代後半から70年代前半の

「フォーク」という言葉には，独

特の雰囲気があったのではないだ

ろうか。メッセージ性があり，プ

ロテストソングと言われるものが

あった。当時のニュースフィルム

などを見ると，その時代の熱さが

何とはなしに感じられる。少なく

とも，今とは何か違うように思う。

「あの頃は吉田拓郎さんや泉谷

しげるさん，岡林信康さんなんか

が僕ら学生の代弁者で，『人間な

んて』とか『春夏秋冬』とかそう

いう歌を歌ってた。僕らはそんな

歌を聴いて，そうだそうだって共

感を覚えたわけでしょう。でも…」

（藤巻氏）

それがいつのまにか，そんな若

者たちの大部分は普通のサラリー

マン，普通のおじさんになってい

った。そう『藤岡藤巻』のお二人

のように。

「それから30年が過ぎて，僕ら

の世代はもう今の吉田拓郎さんや

泉谷しげるさんの歌には共感でき

なくなっちゃった。そういう，僕

らみたいなお父さんはもう彼らの

歌では癒されないんだよね。だか

らって，僕らがそういう歌を作ろ

うと思ったわけじゃないんだけど

ね」（藤巻氏）

音楽プロデューサーとして，藤

岡氏は「おやじバンド文化祭」な

るイベントを企画したことがあ

る。なんと350組もの「おやじミ

ュージシャン」が集まり，青春時

代にコピーした歌，またオリジナ

ルの曲を披露したという。

「『孫』って歌あるでしょ。あれ

は素人のおじいちゃんが，孫がで

きて本当に嬉しくて，それを素直

に歌ったらヒットしちゃった。そ

れと同じことが今後も起こるんじ

ゃないかと思うんです。フォーク

でもロックでもね。この雑誌を読

んでくださっている方の中にもや

ってみたい人，やれる人，いるん

じゃないかな。だって，僕らの世

代はほとんどのヤツが，一度はギ

ターを弾いたりしてたんだから」

（藤岡氏）

考えてみれば，ボブ・ディラン

だって今は立派なおじさんになっ

ている。若い頃，フォークやロッ

クで自らを表現していた人たち

が，おじさんになったからといっ

てそれを放棄することはないのか

もしれない。

「これから団塊の世代が引退す

るでしょ。そしたら今までみたい

▲定例のライブ「コドモにはナイショです」には
コアなファンがどっと詰めかける。南青山のラ
イブハウス『月見ル君想フ』にて
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